
Ｃ
Ｂ
Ｌ
や
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

将
来
生
か
せ
る
学
び
が
充
実

　

周
南
公
立
大
学
は
前
身
の
徳
山
大
学
時

代
か
ら
Ｅ
Ｑ
教
育
や
Ｐ
Ｂ
Ｌ
、
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
、
学
部
学
科
横
断
的
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
、
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
活
動
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
特
に
重
視
し

て
い
る
の
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ベ
ー
ス

ド
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
Ｃ
Ｂ
Ｌ
）  （2） 

で
す
。

こ
れ
は
、
地
域
の
課
題
発
見
と
解
決
に
挑

戦
す
る
実
践
的
な
学
び
の
こ
と
。「
地
域

は
学
問
の
道
場
で
あ
る
」
と
し
、
地
域
に

出
て
学
ぶ
学
生
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
周
南
公
立
大
学
は
政
府
の
「
Ａ

Ｉ
戦
略
２
０
１
９
」
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
  （3）

の
第
一
回
認
定
を
受
け
て
お
り
、
全

学
部
で
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ

Ｉ
教
育
の
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
の
能
力
を
、

情
報
科
学
部
で
は
応
用
基
礎
レ
ベ
ル
の
能

力
を
習
得
し
ま
す
。

全
員
参
加
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

地
域
力
で
高
い
就
職
率
を
実
現

　

周
南
公
立
大
学
は
新
た
な
価
値
の
創
造
、

地
域
の
持
続
的
発
展
に
よ
る
地
方
創
生
を

実
現
す
る
た
め
、
地
元
・
周

南
市
は
も
と
よ
り
周
南
圏
域

の
下
松
市
や
光
市
と
政
策
連

携
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

高
等
教
育
機
関
の
教
育
水
準

向
上
を
目
指
し
て
国
立
の
徳

山
工
業
高
等
専
門
学
校
と
も

協
力
。
２
０
２
０
年
に
は
商

工
会
議
所
や
地
元
企
業
な
ど

と
周
南
創
生
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

髙
たか

田
た

隆
たかし

学長
1978年広島大学歯学部卒業。82年同
大学大学院歯学研究科修了。専門は
頭頚部病理学。広島大学歯学部長、
理事・副学長などを経て2019年徳山
大学学長。22年同大学の公立大学法
人化に伴い現職。日本歯科医学会会
長賞、カンボジア王国友好勲章など
受賞多数。

　人口急減と超高齢化が加速するわが国において、地域の
持続的発展と価値創造のための「成長エンジン」となるこ
とをミッションに、「地域に輝く大学」として、「日本一の
まちづくりの中核となる大学」を目指し先導的な大学改革
を展開しているのが周南公立大学です。
　2024年度には経済経営学部、情報科学部、人間健康科
学部への学部改組を行うなど、教育・研究環境のさらなる
強化・充実を推進。地域の民間企業や団体と協働して産学
連携を進める「周南創生コンソーシアム」など、地域と世
界の持続的発展に寄与する取り組みも各界から高く評価さ
れています。こうした中、2023年度一般選抜では志願倍
率が全国の国公立大学でトップとなるなど、県内にとどま
らず広く全国の受験生から注目を集めています。

新
た
な
学
部
学
科
を
設
置
・
拡
充

地
域
の
知
の
拠
点
と
し
て
成
長
著
し
い

21
世
紀
の
「
地
域
貢
献
型
公
立
大
学
」

周南公立大学
〒745-8566　山口県周南市学園台843-４-２　学生支援部入試課　TEL 0834-28-5302　https://www.shunan-u.ac.jp/admission/about/

「
地
方
創
生
」
の
コ
ア
と
な
る

新
生
・
公
立
大
学
法
人

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
日
本
の
人

口
は
減
少
を
続
け
、
15
歳
か
ら
64
歳
ま
で

の
生
産
年
齢
人
口
は
、
２
０
５
０
年
に
は

現
在
の
お
よ
そ
３
割
減
の
５
２
７
５
万
人

に
ま
で
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
人
口
減
少
抑
制
、
地
方
創
生
は
わ

が
国
に
お
け
る
喫
緊
の
課
題
で
す
が
、
公

立
大
学
法
人
と
し
て
こ
う
し
た
テ
ー
マ
に

全
学
を
挙
げ
て
取
り
組
み
、
歴
史
や
文
化
、

産
業
の
面
で
大
き
な
潜
在
力
を
有
す
る
山

口
県
で
〈
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
の
中

核
〉
を
目
指
す
先
進
的
な
改
革
で
注
目
を

集
め
て
い
る
の
が
周
南
公
立
大
学
で
す
。

　
「
本
学
は
地
域
の
持
続
的
発
展
と
価
値

創
造
の
た
め
の
『
成
長
エ
ン
ジ
ン
』
と
な

る
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
掲
げ
、
大
学
運

営
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
発
展
を

牽
引
す
る
人
材
を
育
成
し
輩
出
す
る
こ
と

で
、
持
続
的
発
展
に
資
す
る
。
そ
し
て
地

域
が
必
要
と
す
る
研
究
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
新
し
い
価
値
を
創
造
し
、
提
案
し
て

い
く
の
が
本
学
の
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
髙
田
隆
学
長
は
説
明
し
ま
す
。

　

周
南
公
立
大
学
は
１
９
７
１
年
、
公
設

た
り
、
地
域
で
は
ど
ん
な
人
材
を
必
要
と

し
て
い
る
の
か
。
周
南
地
域
の
企
業
や
団

体
な
ど
１
０
０
社
を
超
え
る
事
業
者
へ
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
こ
と
で
地
域
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
新
学
部
学
科
開
設
に
向
け

た
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
情

報
系
、
看
護
・
保
健
・
福
祉
系
、
ス
ポ
ー

ツ
健
康
系
、
経
営
・
商
学
系
の
学
問
領
域

か
ら
な
る
３
学
部
５
学
科
  （1）

編
成
に
刷
新

す
る
こ
と
に
決
め
た
の
で
す
」
と
髙
田
学

長
は
説
明
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
県
内
初
と
な
る
「
情
報
科
学

部
」
を
開
設
。Society 5.0

時
代
に
向
け

て
文
理
融
合
・
学
部
横
断
的
な
教
育
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
情
報
化
時
代
を
担
う
人

材
を
育
成
。
周
南
市
が
掲
げ
る
「
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
構
想
」
の
実
現
に
寄
与
し
ま
す
。

　

ま
た
、
看
護
学
科
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
健

康
科
学
科
、
福
祉
学
科
を
擁
す
る
「
人
間

健
康
科
学
部
」
を
新
設
し
ま
す
。
県
東
部

民
営
大
学
と
し
て
創

設
さ
れ
た
徳
山
大
学

を
前
身
と
し
て
い
ま

す
。
創
設
者
で
あ
る

高
村
坂
彦
元
徳
山
市

長
は
、
日
本
一
の
理

想
都
市
づ
く
り
に
情

熱
を
傾
け
、
地
域
の

発
展
に
力
を
尽
く
し

ま
し
た
。

　

そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、

ビ
ジ
ョ
ン
お
よ
び
バ

リ
ュ
ー
は
、
半
世
紀

以
上
経
っ
た
今
日
も

脈
々
と
息
づ
い
て
い

ま
す
。

　
「
本
学
は
『
地
域
に
輝
く
大
学
』
と
な

る
こ
と
を
、
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
宣
言
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
『
学
生
の
た
め
に
な
る
か

ど
う
か
』『
地
域
の
発
展
に
つ
な
が
る
か

ど
う
か
』
を
大
学
構
成
員
の
価
値
観
、
す

な
わ
ち
バ
リ
ュ
ー
と
し
て
行
動
指
針
に
し

て
い
ま
す
」（
髙
田
学
長
）

24
年
度
か
ら
３
学
部
５
学
科
で

未
来
に
有
用
な
人
材
育
成
を
図
る

　

現
在
の
若
者
が
社
会
で
活
躍
す
る
10
年

後
、
あ
る
い
は
20
年
後
は
超
ス
マ
ー
ト
社

会
が
実
現
し
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
な

ど
の
先
端
技
術
が
当
た
り
前
と
な
る
社
会

が
到
来
し
ま
す
。
人
口
や
産
業
構
造
が
激

変
し
、
新
し
い
技
術
や
社
会
に
対
応
で
き

る
人
材
の
育
成
が
急
務
と
な
る
中
、
周
南

公
立
大
学
で
は
24
年
度
か
ら
学
部
学
科
の

大
胆
な
再
編
、
お
よ
び
新
設
を
行
い
ま
す
。

　
「
新
し
い
学
部
学
科
を
準
備
す
る
に
当

（1） 2024年度からの新学部・学科
［現在］入学定員　280人

○経済学部
　現代経済学科（80人）
　ビジネス戦略学科（150人）
○福祉情報学部
　人間コミュニケーション学科（50人）
　　↓

［2024年度］入学定員480人
○経済経営学部
　経済経営学科（160人）
○人間健康科学部
　スポーツ健康科学科（80人）
　看護学科（80人）
　福祉学科（60人）
○情報科学部
　情報科学科（100人）

（1） コミュニティ・ベースド・ラーニング（CBL）
　地域連携のもと地域の課題を発見し、解決法を
見出すことに挑戦する実践的な学びのこと。CBL
により下記の能力が身につくと期待される。１実
践的な経験をもとにしたキャリア形成。２コミュ
ニティとの連携とネットワーク形成。３学際的な
学習の促進。４自己肯定感や使命感の醸成。

（3）  AI戦略2019と数理・データサイエ
ンス・AI教育プログラム

　デジタル時代の「読み・書き・そろばん」で
ある「数理・データサイエンス・AI」の基礎な
どの必要な力をすべての国民が育み、あらゆる
分野で人材が活躍する環境を構築する必要があ
るとの背景から、「AI戦略2019」では、2025年
度にリテラシーレベルで年間約50万人、応用基
礎レベルでは年間25万人などを育成する目標を
掲げている。これに向けて、大学・高等専門学
校の数理データサイエンス教育に関する正規課
程教育のうち一定の条件を満たした優れた教育
プログラムを政府が認定し応援する。
　周南公立大学は、2021年６月に、「学生の数
理・データサイエンス・AIへの関心を高め、適
切に理解し活用する基礎的な能力を育成する」
リテラシーレベルの認定を取得。2022年８月に
はその上の「実践的な能力を育成する」応用基
礎レベルにも認定された。

で
初
の
４
年
制
看
護
師
養
成
機
関
と
な
る

看
護
学
科
で
は
、
複
雑
化
・
多
様
化
す
る

医
療
・
看
護
・
介
護
の
変
化
に
対
応
で
き

る
総
合
的
能
力
を
有
す
る
看
護
師
の
育
成

を
図
り
、
地
域
医
療
に
貢
献
し
ま
す
。
公

立
大
学
と
し
て
は
全
国
で
２
番
目
の
設
置

と
な
る
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
科
で
は
、
長

寿
社
会
に
お
け
る
健
康
を
支
え
る
人
材
育

成
を
目
指
し
、
福
祉
学
科
で
は
誰
も
が
幸

福
で
満
た
さ
れ
た
状
態
（W

ell-being

）
を

実
現
す
る
た
め
の
専
門
知
識
と
幅
広
い
視

野
を
持
っ
た
社
会
福
祉
士
を
育
成
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
経
済
学
部
は
、

経
営
や
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ

い
て
の
学
び
な
ど
も
含
め
、
経
済
経
営
学

部
と
し
て
再
編
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
学
部
新
設
・
再
編
に
伴
い
、

周
南
公
立
大
学
に
は
、
各
学
部
の
コ
ア
と

な
る
優
れ
た
教
授
陣
が
続
々
と
着
任
し
、

２
０
２
４
年
度
に
は
１
０
０
人
体
制
に
ま

で
整
備
す
る
計
画
で
す
。
こ
う
し
た
高
い

研
究
力
を
持
っ
た
研
究
者
た
ち
が
今
後
、

地
域
に
有
用
な
研
究
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、

「
研
究
・
地
域
・
産
学
連
携
推
進
機
構
」

が
産
学
連
携
や
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
後

押
し
し
ま
す
。

周南公立大学　

ム
を
設
立
し
、
地
域
連
携
を
深
め
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
周
南
公
立
大
学
の
優
位
性

を
生
か
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
「
地
域
共

創
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
で
す
。

　

こ
れ
に
は
２
種
類
あ
り
、
ア
ー
リ
ー
・

エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
型
は
１
年
生
全
員
が

１
週
間
程
度
、
約
90
の
地
元
企
業
・
団
体

等
職
業
体
験
を
行
う
も
の
。
２
〜
３
年
次

向
け
の
ジ
ョ
ブ
型
は
、
志
望
す
る
県
内
外

の
企
業
な
ど
で
長
期
間
体
験
を
積
み
ま
す
。

進
路
支
援
や
就
活
指
導
に
つ
い
て
は
、
１

年
次
か
ら
始
ま
る
少
人
数
の
ゼ
ミ
で
も
学

生
一
人
ひ
と
り
を
手
厚
く
フ
ォ
ロ
ー
し
、

２
０
２
２
年
度
の
日
本
人
学
生
の
就
職
率

は
１
０
０
％
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
多
彩
で
積
極
的
な
取
り
組

み
を
進
め
る
周
南
公
立
大
学
の
人
気
ぶ
り

は
、
２
０
２
３
年
度
一
般
選
抜
の
志
願
倍

率
が
20
・
０
倍
と
、
国
公
立
大
中
１
位
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
も
伺
え
る
で
し
ょ
う
。

公
立
な
ら
で
は
の
学
費
や
独
自
の
奨
学
金

な
ど
経
済
的
な
支
援
も
充
実
し
て
お
り
、

県
内
外
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
で
考
え
、
地
球
規
模
で
行
動
す

る
（Think locally, Act globally.

）
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
集
合
体

が
世
界
な
の
で
あ
っ
て
、
だ
か
ら
こ
そ
地

域
に
つ
い
て
深
く
学
ぶ
こ
と
、
そ
の
普
遍

性
を
理
解
す
る
こ
と
が
、
世
界
を
理
解
す

る
第
一
歩
と
な
る
の
で
す
」
と
語
る
髙
田

学
長
。「
２
０
２
４
年
に
は
新
校
舎
も
完

成
す
る
本
学
は
、
と
て
も
熱
い
大
学
で
す
。

こ
の
ワ
ク
ワ
ク
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
で
ぜ
ひ

自
分
自
身
の
能
力
を
発
揮
し
て
く
だ
さ

い
」
と
、
受
験
生
の
皆
さ
ん
に
エ
ー
ル
を

送
っ
て
い
ま
す
。

地域と社会の要請に応える新学部・学科

数理・データサイエンス
A I教育

地域との連携に
基づく教育

(Community Based Learning)

総合教養教育
（リベラルアーツ）

情報科学部

情報科学科

経済経営学部

経済経営学科

人間健康科学部

看護学科 福祉学科 ス ポ ー ツ
健康科学科

北側外観 円形広場と軒下が一体となる空間１階の多目的交流ホール

新しい教室とともに学生、教職員、地域の方々の交流が生まれる
コミュニケーションコモンズを備えた新校舎が2024年春完成予定

159 卓越する大学 周南公立大学 158


